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図 1 は九州及び日向灘地震２ヶ月分の気象庁震源データを使い、SEIS-PC for Windows
のソフトで作図した２Ｄ震源分布図である。関係機関でごく普通一般に使用されている。










    
図 1 ２Ｄ日向灘地震震源分布図       図 2 ３Ｄ日向灘地震震源分布図 
    




















図 4 日向灘沈み込みでの３次元震源分布図 
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３．福岡県西方沖地震 
技術報告（園田式３Ｄ震源分布図）の第２弾として、３Ｄ/ＣＡＤ(Pro-ENGINEER)によ
る福岡県西方沖地震の３次元震源分布図を、作図するシステムを構築したので紹介する。       









日間で観測された地震数は 1000 個程である。この園田式３Ｄ震源分布図には H17/3/20～
3/30 までの 10 日間で観測された気象庁のＪＭＡ震源データを使用させてもらった。 
３．１ ２次元と３次元の比較 
図 5 は福岡県西方沖地震１ヶ月分の気象庁震源データを使い、SEIS-PC for Windows の
ソフトで作図した２Ｄ地震活動図である。震央分布図とその東西及び南北断面図が一つの
画面に表示される。地震関係の機関でごく普通一般に使用されている、震源分布図である。
図 6は、気象庁震源データ H17/3/20～3/30 の１ヶ月分を用いた、３次元の園田式３Ｄ震源
分布図で福岡西方沖震源分布図でもある。赤球が平成 17 年 3 月 20 日 10 時 53 分Ｍ７の本
震でその他は半透明の震源球である。３次元ですので全方位あらゆる角度からこの地震の
震源域を透視する事ができる。震源域が大小２ヶ所に分散しているのが特徴である。 
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図 7 地形の立体表示 
図 8 地形の枠表示 
図 9 震源球の拡大図
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 図 11 地震強度震源分布図
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５．おわりに 
今回の技術報告書への投稿内容は日向灘地震と福岡県西方沖地震２ヶ所の、地震だけの
園田式３Ｄ震源分布図を作図するシステムの紹介である。前回１年前の地震観測計器の工
学的作図の掲載とは異なり、地球物理的な３次元震源分布図に仕上げた。この３Ｄ/ＣＡＤ
(Pro-ENGINEER)は工学的なＣＡＤであって、このような理学的な地震震源分布図をこのソ
フトで描写することはないと思うが、それをあえて挑戦してみた。この震源分布図を見る
と地震を解析する時に震源域が一目瞭然である。全方位から３次元の震源分布を立体的動
画で見られる３Ｄ震源分布作図システムが出来て、我ながらうまく出来たと自画自賛して
いる。これから更に、この作図システムのスピードアップの能率向上を図り、地震予知に
貢献していきたいと考えている。震源データは気象庁のＪＭＡ震源データを使用させても
らいました有難うございました。また、SEIS-PC のソフトを使用して震源分布図を作図し
ましたので、関係者にお礼を申し上げます。この３Ｄ震源分布作図システムを構築するに
あたり、防災研究所技術室の三浦技術員には３Ｄ/ＣＡＤ(Pro-ENGINEER)のサービス提供を、
記述記載に関して同じく中尾技術員には適切なアドバイスを頂きました。地震予知研究セ
ンターの大谷先生には地震の講義をして頂き、いろいろご協力ご教示ありがとうございま
した。ここに記してお礼申し上げます。 
